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６ 男女平等 

 

６－１ 男女平等に対する関心度（問 23） 

 

男女平等について７割が関心を持っている 

 

 男女平等に対する関心をたずねた。 

全体では、「強い関心を持っている（10.8％）」と「ある程度関心を持っている（59.3％）」をあ

わせた《関心層》は 70.1％である。「あまり関心を持っていない（17.9％）」と「まったく関心をも

っていない（2.4％）」をあわせた《無関心層》は 20.3％である。 

性別にみると、「強い関心を持っている」は、女性が 10.4％、男性が 11.9％であり、「ある程度

関心を持っている」を合計した《関心層》は、女性が 72.0％、男性が 69.8％となっている。（図表

Ⅱ―６―１－①） 

 

図表Ⅱ－６－１－① 男女平等に対する関心度（全体、性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強い関心を持っている 無回答

11.9

10.4

3.5

5.2

57.9

61.6 16.8

19.8
3.0

2.1 4.0

4.0 男　　性(n=202) 

 女　　性(n=328) 

 ある程度関心を持っている
あまり関心を
持っていない

まったく関心を持っていない

わからない

(%)

10.8 4.6 4.959.3 17.9

2.4

 全　　体(N=546)
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性・年代別にみると、男女ともに 40 代では《関心層》が８割を超え多くなっている。一方、男

性の 30 代では《関心層（54.3％）》が５割台であり低くなっている。（図表Ⅱ－６－１－②） 

 

図表Ⅱ－６－１－② 男女平等に対する関心度（全体、性・年代別） 

 

 

 

 

 

 

無回答

強い関心を
持っている

ある程度関心を持っ
ている

11.1

9.0

19.3

8.2

4.7

10.9

14.3

2.9

11.1

9.1

20.5

12.5

66.7

58.2

59.2

75.0

57.1

51.4

69.4

69.7

52.3

9.4

14.5

12.1

20.5

17.5

6.1

2.8

4.1

9.4

9.1

7.1

6.1

4.5

5.0

14.5

12.5

61.4

49.1

50.0

14.3

42.9

8.3

17.5

23.9

19.4

16.3

4.5

0.0

5.6

2.9

7.1

1.8

0.0

0.0

0.0

3.0

2.5

0.0

3.0

1.8

0.0

5.6

0.0

0.0

1.6

6.1

1.5

0.0

0.0

0.0

2.3

 20      代(n= 36)

 30      代(n= 67)

 40      代(n= 57)

 50      代(n= 49)

 60      代(n= 64)

 70歳以上(n= 55)

 20      代(n= 14)

 30  　  代(n= 35)

 40      代(n= 36)

 50      代(n= 33)

 60      代(n= 44)

 70歳以上(n= 40)

（性・年代別　男性）

あまり関心
を持ってい
ない

まったく関心を
持っていない

わからない

(%)
10.8 59.3 17.9 4.6 4.9

2.4

 全      体(N=546)

（性・年代別　女性）
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今回調査を平成 14 年調査と比較すると、全体、男女ともに《関心層》が低くなっている。 

 

図表Ⅱ－６－１－③ 男女平等に対する関心度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－６－１－④ 男女平等に対する関心度（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－６－１－⑤ 男女平等に対する関心度（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

＜以前の調査との比較＞ 

無回答

強い関心を
持っている

 ある程度関心を持っ
ている

あまり関心を
持っていない

まったく関心を
持っていない

わからない

(全  体)

(%)
10.8

13.8

11.6

62.0

62.7

19.2

21.2

59.3 17.9 2.4

2.0

1.7

4.6

2.2

1.2

1.2

4.9

1.3

 平成20年(N=546)

 平成14年(N=647)

 平成８年 (N=689)

無回答

強い関心を
持っている

 ある程度関心を持っ
ている

あまり関心を
持っていない

まったく関心を
持っていない

わからない

(女  性)

(%)
10.4

14.2

11.8

63.3

62.6

17.5

21.1

61.6 16.8 2.1

1.7

0.8

5.2

3.1

1.2

1.1

4.0

1.6

 平成20年(n=328)

 平成14年(n=360)

 平成８年 (n=422)

無回答

強い関心を
持っている

 ある程度関心を持っ
ている

あまり関心を
持っていない

まったく関心を
持っていない

わからない

(男  性)

(%)
11.9

13.5

11.0

60.6

62.9

21.2

21.6

57.9 19.8

3.1

2.7

3.0

1.1

1.2

3.5

0.7

4.0

0.4

 平成20年(n=202)

 平成14年(n=259)

 平成８年 (n=264)
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６－２ 武蔵野市の施策の認知度（問 24） 

 

法律相談や母子・女性相談など、相談事業の認知度が高い 

 

武蔵野市の施策や男女共同参画に関する事柄について知っているかどうかたずねた。「内容まで

一応知っている」と「聞いたことはある」を合わせた《認知状況》から、認知度をみる。 

武蔵野市の施策についてみると、全体では『法律相談（63.0％）』の《認知状況》が最も高く、『母

子・女性相談（51.3％）』、『人権身の上相談（42.5％）』、『家庭のもめごと相談（39.8％）』、『情報

誌「まなこ」の発行（33.0％）』、『むさしのヒューマン・ネットワークセンター（32.8％）』、『武蔵

野市男女共同参画計画（27.7％）』、『武蔵野市男女共同参画講演会・講座（22.7％）』が続いている。

（図表Ⅱ－６－２－①） 

 

図表Ⅱ－６－２－① 武蔵野市の施策の認知度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

むさしのヒューマン・ネット
ワークセンター

武蔵野市男女共同参画講演
会・講座

(%)
13.4

2.6

3.1

2.0

12.1

8.6

6.8

4.8

25.1

29.7

20.7

50.9

42.7

35.7

35.0

57.9

29.9

39.4

48.5

7.1

9.9

7.1

9.3

9.0

9.7

19.6

50.5

67.4

63.9

59.9

8.4

9.3

情報誌「まなこ」の発行

武蔵野市男女共同参画計画

法律相談

母子・女性相談

人権身の上相談

家庭のもめごと相談

ア)

イ)

ウ)

エ)

オ)

カ)

キ)

ク）

全　　体（N=546）
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『情報誌「まなこ」の発行』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 39.4％、男性が 23.2％

となっている。「内容まで一応知っている」は女性（17.1％）が男性（7.9％）を 9.2 ポイント上回

り、《認知状況》は女性（39.4％）が男性（23.2％）を 16.2 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６

－２－②） 

 

図表Ⅱ－６－２－② 『情報誌「まなこ」の発行』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査を平成 14 年調査と比較すると、男女ともに《認知状況》が高くなっている。 

※今回調査の「聞いたことはある」は、平成８年、平成 14 年調査では「名称くらいは知っ

ている」である。 

 

図表Ⅱ－６－２－③ 『情報誌「まなこ」の発行』の認知度（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－６－２－④ 『情報誌「まなこ」の発行』の認知度（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜以前の調査との比較＞ 

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

7.9

17.1 6.422.3

15.3 71.3

54.3

5.4 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(女  性)

(%)
17.1

15.0

13.7

19.4

21.1

61.4

60.9

4.2

4.3

22.3 54.3 6.4 平成20年(n=328)

 平成14年(n=360)

 平成８年 (n=422)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(男  性)

(%)
7.9

4.6

7.2

10.4

8.7

80.3

81.4

4.6

2.7

15.3 71.3 5.4 平成20年(n=202)

 平成14年(n=259)

 平成８年 (n=264)
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『武蔵野市男女共同参画計画』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 28.6％、男性が

27.3％となっており、《認知状況》に大きな差はない。（図表Ⅱ－６－２－⑤） 

 

図表Ⅱ－６－２－⑤ 『武蔵野市男女共同参画計画』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査を平成 14 年調査と比較すると、男女ともに《認知状況》が高くなっている。 

※平成 14 年調査、平成８年調査は『女性行動計画』の認知状況をたずねている。 

※今回調査の「聞いたことはある」は、平成８年、平成 14 年調査では「名称くらいは知っ

ている」である。 

 

図表Ⅱ－６－２－⑥ 『女性行動計画』の認知度（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－６－２－⑦ 『女性行動計画』の認知度（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜以前の調査との比較＞ 

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

2.5

2.1 7.9

24.8

26.5 63.4

66.3 6.4 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている

無回答知らない
聞いたことは
ある(女  性)

(%)
2.1

1.4

1.9

9.4

9.7

83.1

82.5

6.1

5.9

26.5 63.4 7.9 平成20年(n=328)

 平成14年(n=360)

 平成８年 (n=422)

内容まで一応
知っている

無回答知らない
聞いたことは
ある(男  性)

(%)
2.5

1.5

5.8

8.7

88.8

87.1

5.0

2.7

0.4

24.8 66.3 6.4 平成20年(n=202)

 平成14年(n=259)

 平成８年 (n=264)



                                    Ⅱ－６ 男女平等 

 

- 81 - 

『むさしのヒューマン・ネットワークセンター』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性

が 38.7％、男性が 24.8％となっており、女性が男性を 13.9 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６

－２－⑧） 

 

図表Ⅱ－６－２－⑧ 『むさしのヒューマン・ネットワークセンター』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査を平成 14 年調査と比較すると、男女ともに《認知状況》が高くなっている。 

※平成 14 年調査、平成８年調査は『ヒューマン・プラザ／むさしのヒューマン・ネットワ

ークセンター』の認知状況をたずねている。 

※今回調査の「聞いたことはある」は、平成８年、平成 14 年調査では「名称くらいは知っ

ている」である。 

 

図表Ⅱ－６－２－⑨ 

『むさしのヒューマン・ネットワークセンター』の認知度（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－６－２－⑩ 

『むさしのヒューマン・ネットワークセンター』の認知度（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

＜以前の調査との比較＞ 

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

3.5

2.7 8.836.0

21.3 67.8

52.4

7.4 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている

無回答知らない
聞いたことは
ある(女  性)

(%)
2.7

2.8

1.2

20.6

14.9

72.2

78.0

4.4

5.9

36.0 52.4 8.8 平成20年(n=328)

 平成14年(n=360)

 平成８年 (n=422)

内容まで一応
知っている

無回答知らない
聞いたことは
ある(男  性)

(%)
3.5

0.4

1.5

12.4

11.4

82.6

84.5

4.6

2.6

21.3 67.8 7.4 平成20年(n=202)

 平成14年(n=259)

 平成８年 (n=264)
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『武蔵野市男女共同参画講演会・講座』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 24.7％、

男性が 20.8％となっており、女性が男性を 3.9 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－２－⑪） 

 

図表Ⅱ－６－２－⑪ 『武蔵野市男女共同参画講演会・講座』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『法律相談』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 68.0％、男性が 57.4％となってお

り、女性が男性を 10.6 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－２－⑫） 

 

図表Ⅱ－６－２－⑫ 『法律相談』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『母子・女性相談』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 58.6％、男性が 42.1％とな

っており、女性が男性を 16.5 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－２－⑬） 

 

図表Ⅱ－６－２－⑬ 『母子・女性相談』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

3.0

1.5 9.5

17.8

23.2 65.9

71.3 7.9 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

9.9

14.0 6.154.0

47.5 36.6

25.9

5.9 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

5.0

11.0 8.2

37.1

47.6 33.2

49.5 8.4 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)
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『人権身の上相談』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 45.4％、男性が 40.1％とな

っており、女性が男性を 5.3 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－２－⑭） 

 

図表Ⅱ－６－２－⑭ 『人権身の上相談』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『家庭のもめごと相談』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 43.3％、男性が 36.2％

となっており、女性が男性を 7.1 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－２－⑮） 

 

図表Ⅱ－６－２－⑮ 『家庭のもめごと相談』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

6.4

7.0 8.238.4

33.7 52.5

46.3

7.4 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

2.5

6.1 9.1

33.7

37.2 47.6

56.4 7.4 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)
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６－３ 男女共同参画に関することがらの認知度（問 24） 

 

男女雇用機会均等法、育児・介護休業制度、セクシュアル・ハラスメントは７割が知って

いる 

 

男女共同参画に関することがらについて知っているかどうかたずねた。「内容まで一応知ってい

る」と「聞いたことはある」を合わせた《認知状況》から、認知度をみる。 

男女共同参画に関することがらについてみると、全体では『セクシュアル・ハラスメント

（76.2％）』の《認知状況》が最も高く、『男女雇用機会均等法（75.4％）』、『育児・介護休業制度

（73.6％）』、『配偶者暴力防止法（67.6％）』、『男女共同参画社会基本法（47.1％）』が続いている。

（図表Ⅱ－６－３－①） 

 

図表Ⅱ－６－３－① 男女共同参画に関することがらの認知度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容まで一応
知っている 無回答知らない聞いたことはある

(%)
37.5

36.4

10.3

22.9

43.6

37.2

36.8

44.7

32.6

44.1

15.2

8.6

8.8

8.6

37.9

23.6

17.6

15.9

8.8

8.8

男女雇用機会均等法

育児・介護休業制度

男女共同参画社会基本法

配偶者暴力防止法（DV防止法）

セクシュアル・ハラスメント

ケ)

コ)

サ)

シ)

ス)

全　　体（N=546）
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『男女雇用機会均等法』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 76.3％、男性が 77.3％

となっている。「内容まで一応知っている」は男性（43.1％）が女性（35.1％）を 8.0 ポイント上

回っている。（図表Ⅱ－６―３－②） 

 

図表Ⅱ－６－３－② 『男女雇用機会均等法』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女ともに平成８年調査から《認知状況》は徐々に低くなっている。 

※今回調査の「聞いたことはある」は、平成８年、平成 14 年調査では「名称くらいは知っ

ている」である。 

 

図表Ⅱ－６－３－③ 『男女雇用機会均等法』の認知度（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－６－３－④ 『男女雇用機会均等法』の認知度（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜以前の調査との比較＞ 

内容まで一応
知っている 無回答

知らない
聞いたことは
ある

(%)

43.1

35.1 8.241.2

34.2 16.3

15.5

6.4 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(女  性)

(%)
35.1

48.6

57.3

42.5

35.5

6.1

5.2

41.2 15.5

2.8

2.0

8.2 平成20年(n=328)

 平成14年(n=360)

 平成８年 (n=422)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある(男  性)

(%)
43.1

60.2

62.9

33.6

34.8

3.5

1.9

34.2 16.3 6.4

0.4

2.7

 平成20年(n=202)

 平成14年(n=259)

 平成８年 (n=264)
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『育児・介護休業制度』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 75.6％、男性が 72.8％

となっており、女性が男性を 2.8 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６―３－⑤） 

 

図表Ⅱ－６－３－⑤ 『育児・介護休業制度』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

『男女共同参画社会基本法』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 45.7％、男性が

51.9％となっている。「内容まで一応知っている」は男性（15.3％）が女性（7.3％）を 8.0 ポイン

ト上回り、《認知状況》は男性（51.9％）が女性（45.7％）を 6.2 ポイント上回っている。（図表Ⅱ

－６―３－⑥） 

 

図表Ⅱ－６－３－⑥ 『男女共同参画社会基本法』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 
 

今回調査を平成 14 年調査と比較すると、男女ともに《認知状況》が高くなっている。 

※今回調査の「聞いたことはある」は、平成 14 年調査では「名称くらいは知っている」で

ある。 

 

図表Ⅱ－６－３－⑦ 『男女共同参画社会基本法』の認知度（女性） 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－６－３－⑧ 『男女共同参画社会基本法』の認知度（男性） 

 

 

＜前回調査との比較＞ 

内容まで一応
知っている 無回答

知らない聞いたことは
ある

(%)

38.6

36.0 8.2

34.2

39.6 16.2

20.3 6.9 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

15.3

7.3 8.538.4

36.6 41.6

45.7

6.4 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(女  性)

(%)
7.3

9.2 33.6 53.1

38.4 45.7

4.2

8.5 平成20年(n=328)

 平成14年(n=360)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある(男  性)

(%)
15.3

10.0 35.5 50.2

36.6 41.6 6.4

4.2

 平成20年(n=202)

 平成14年(n=259)
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『配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 69.5％、男

性が 67.4％となっており、《認知状況》に大きな差はない。（図表Ⅱ－６―３－⑨） 

 

図表Ⅱ－６－３－⑨ 『配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

『セクシュアル・ハラスメント』の認知度を性別にみると、《認知状況》は女性が 76.5％、男性

が 78.7％となっており、《認知状況》に大きな差はない。（図表Ⅱ－６―３－⑩） 

 

図表Ⅱ－６－３－⑩ 『セクシュアル・ハラスメント』の認知度（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査を平成 14 年調査と比較すると、男女ともに《認知状況》が低くなっている。 

※今回調査の「聞いたことはある」は、平成 8 年、平成 14 年調査では「名称くらいは知っ

ている」である。 
 

図表Ⅱ－６－３－⑪ 『セクシュアル・ハラスメント』の認知度（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ－６－３－⑫ 『セクシュアル・ハラスメント』の認知度（男性） 

 

 

 

 

 

＜以前の調査との比較＞ 

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

23.8

23.2 8.2

43.6

46.3 22.3

25.7 6.9 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある

(%)

46.5

43.3 8.233.2

32.2 14.9

15.2

6.4 男　　性(n=202)

 女　　性(n=328)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある(男  性)

(%)
46.5

66.0

72.7

27.4

23.1

3.9

3.0

32.2 14.9

2.7

1.2

6.4 平成20年(n=202)

 平成14年(n=259)

 平成８年 (n=264)

内容まで一応
知っている 無回答知らない

聞いたことは
ある(女  性)

(%)
43.3

65.3

75.4

28.9

17.5

3.1

4.7

33.2 15.2 8.2

2.4

2.8

 平成20年(n=328)

 平成14年(n=360)

 平成８年 (n=422)
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６－４ 男女平等の意識を育てるために学校教育で必要な取り組み（問 25） 

 

個性や立場の尊重、男女が協力して物事を進める必要性を学ぶことなどが求められている

 

男女平等の意識を育てるために学校教育で必要な取り組みをたずねた。 

全体では、「一人ひとりの個性や立場を尊重することを学ぶこと（57.7％）」、「男女が協力して物

事を進める必要性を学ぶこと（56.4％）」が半数を超える。次いで、「家庭や家族の多様なあり方に

ついて学ぶこと（46.2％）」、「生活指導や進路指導において、男女の別なく能力を生かせるよう配

慮すること（38.1％）」などとなっている。 

性別にみると、男女ともに全体と上位７位は変わらない。男女で最も差がある項目は、「生活指

導や進路指導において、男女の別なく能力を生かせるよう配慮すること」であり、女性（42.7％）

が男性（32.2％）を 10.5 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－４－①） 

 

図表Ⅱ－６－４－① 男女平等の意識を育てるために学校教育で必要な取り組み 

（全体、性別：複数回答（３つまで）） 
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0.0
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全　　体（N=546）

女　　性（n=328）

男　　性（n=202）

一人ひとりの個性や立場を尊重するこ
とを学ぶこと

男女が協力して物事を進める必要性を
学ぶこと

家庭や家族の多様なあり方について
学ぶこと

生活指導や進路指導において、男女
の別なく能力を生かせるよう配慮する
こと

教員に男女平等の研修を推進すること

無回答

男女ともに切磋琢磨できる部活動を増
やしていくこと

わからない

管理職（校長や副校長）に女性を増や
していくこと

特にない

その他
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性・年代別にみると、女性の 40 代、50 代、男性の 20 代では、「一人ひとりの個性や立場を尊重

することを学ぶこと（女性の 40 代：75.4％、50 代：69.4％、男性の 20 代：71.4％）」、女性の 20

代では「管理職（校長や副校長）に女性を増やしていくこと（30.6％）」、男性の 20 代では「家庭

や家族の多様なあり方について学ぶこと（57.1％）」、男性の 30 代では「教員に男女平等の研修を

推進すること（28.6％）」が、全体を 10 ポイント以上上回っている。 

また、女性の 40 代以上、男性の 50 代では「生活指導や進路指導において、男女の別なく能力を

生かせるよう配慮すること」が４割を超えており、とくに女性の 60 代（56.3％）では全体（38.1％）

を 18.2 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－４－②） 

 

図表Ⅱ－６－４－② 男女平等の意識を育てるために学校教育で必要な取り組み 

（全体、性・年代別：複数回答（３つまで）） 
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(N=546) 57.7 56.4 46.2 38.1 16.3 14.7 9.0 3.7 0.5 2.4 4.6

20 代 (n=  36) 52.8 58.3 44.4 30.6 11.1 30.6 16.7 5.6 0.0 0.0 0.0

30 代 (n=  67) 67.2 61.2 53.7 35.8 19.4 22.4 6.0 3.0 0.0 0.0 0.0

40 代 (n=  57) 75.4 59.6 50.9 42.1 15.8 14.0 7.0 1.8 0.0 0.0 0.0

50 代 (n=  49) 69.4 59.2 38.8 44.9 14.3 10.2 16.3 2.0 2.0 0.0 4.1

60 代 (n=  64) 48.4 65.6 45.3 56.3 15.6 7.8 7.8 0.0 3.1 3.1 1.6

70 歳 以 上 (n=  55) 43.6 50.9 36.4 41.8 16.4 10.9 9.1 0.0 0.0 9.1 14.5

20 代 (n=  14) 71.4 42.9 57.1 14.3 7.1 21.4 14.3 7.1 0.0 0.0 0.0

30 代 (n=  35) 57.1 54.3 45.7 25.7 28.6 20.0 8.6 2.9 0.0 5.7 0.0

40 代 (n=  36) 44.4 61.1 47.2 33.3 16.7 22.2 2.8 16.7 0.0 0.0 5.6

50 代 (n=  33) 63.6 45.5 45.5 45.5 12.1 12.1 6.1 12.1 0.0 0.0 0.0

60 代 (n=  44) 54.5 63.6 50.0 36.4 18.2 9.1 13.6 2.3 0.0 0.0 2.3

70 歳 以 上 (n=  40) 52.5 50.0 45.0 27.5 12.5 7.5 5.0 2.5 0.0 10.0 10.0

全 体

性
・
年
代
別

男
 
性

女
 
性
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６－５ 男女共同参画社会を実現するために、市の施策として望むこと（問 26） 

 

保育・介護制度の充実が４割を超え最も多い 

 

男女共同参画社会を実現するために、市の施策として望むことをたずねた。 

全体では、「保育・介護制度の充実（45.1％）」が４割を超え最も多い。その他、「学校での男女

平等意識を育てる教育の推進（26.2％）」、「女性をとりまくさまざまな問題の実態調査や研究の実

施（22.3％）」、「男女共同参画への理解を深めるための講習会や学習機会の充実（20.5％）」などが

２割台となっている。 

性別にみると、女性の上位３位は全体と変わらない。男性は「保育・介護制度の充実（40.1％）」

が最も多いことは全体と変わらないが、「男女共同参画への理解を深めるための講習会や学習機会

の充実（28.2％）」、「学校での男女平等意識を育てる教育の推進（25.2％）」が続いている。男女で

最も差がある項目は、「男女共同参画への理解を深めるための講習会や学習機会の充実」であり、

男性（28.2％）が女性（15.9％）を 12.3 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－５－①） 
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図表Ⅱ－６－５－① 男女共同参画社会を実現するために、市の施策として望むこと 

（全体、性別：複数回答（３つまで）） 
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言の制定
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設
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前回以前の調査と比較すると、今回調査は平成８年調査、平成 14 年調査から引き続き「保

育・介護制度」が最も高くなっている。平成 14 年調査からは上位３位が同様の傾向である。 

※平成８年調査、平成 14 年調査と今回調査は選択肢の多くが異なるため、今回調査は併記

していない。 

 

図表Ⅱ－６－５－② 男女共同参画問題解決のために、市の施策として望むこと 

（全体：複数回答（３つまで）） 
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性・年代別にみると、女性の 20 代、男性の 30 代では「保育・介護制度の充実（女性の 20 代：

63.9％、男性の 30 代：60.0％）」、また女性の 20 代では「女性の健康対策の充実（22.2％）」、男性

の 20 代では「市の審議会などへの女性の登用促進（28.6％）」、男性の 40 代では「男女共同参画行

動計画の推進とＰＲの強化（38.9％）」、男性の 60 代では「男女共同参画問題などについての情報

市や資料コーナーの充実（20.5％）」、男性の 70 歳以上では「男女共同参画問題総合相談窓口の創

設（22.5％）」が全体を 10 ポイント以上上回っている。 

また、男性の 50 代以上で「男女共同参画への理解を深めるための講習会や学習機会の充実」が

３割を超え全体を 10 ポイント以上上回っており、とくに 60 代（43.2％）では全体（20.5％）を 22.7

ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－５－③） 

 

図表Ⅱ－６－５－③ 男女共同参画社会を実現するために、市の施策として望むこと 

（全体、性・年代別：複数回答（３つまで）） 
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）
の
対
策

む
さ
し
の
ヒ

ュ
ー

マ
ン
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン

タ
ー

の
充
実

男
女
共
同
参
画
条
例
や
宣
言
の
制
定

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

(N=546) 45.1 26.2 22.3 20.5 19.2 17.0 10.1 8.6 8.4 8.2 6.8 5.1 5.1 1.6 3.3 8.6 5.7

20 代 (n=  36) 63.9 27.8 25.0 16.7 16.7 13.9 5.6 2.8 11.1 22.2 11.1 2.8 2.8 0.0 0.0 5.6 0.0

30 代 (n=  67) 49.3 17.9 29.9 6.0 11.9 22.4 1.5 9.0 6.0 11.9 9.0 4.5 7.5 1.5 4.5 17.9 0.0

40 代 (n=  57) 52.6 35.1 28.1 17.5 21.1 26.3 10.5 5.3 8.8 8.8 8.8 3.5 7.0 0.0 3.5 3.5 0.0

50 代 (n=  49) 44.9 30.6 26.5 22.4 26.5 22.4 12.2 6.1 14.3 10.2 4.1 2.0 2.0 0.0 2.0 6.1 8.2

60 代 (n=  64) 46.9 34.4 23.4 18.8 17.2 12.5 15.6 7.8 12.5 9.4 7.8 12.5 3.1 0.0 0.0 9.4 3.1

70 歳 以 上 (n=  55) 40.0 21.8 21.8 16.4 12.7 12.7 10.9 7.3 5.5 10.9 0.0 5.5 1.8 1.8 1.8 12.7 16.4

20 代 (n=  14) 42.9 14.3 21.4 7.1 7.1 14.3 14.3 7.1 28.6 7.1 14.3 0.0 7.1 7.1 14.3 7.1 0.0

30 代 (n=  35) 60.0 34.3 28.6 17.1 17.1 25.7 2.9 5.7 2.9 14.3 11.4 0.0 5.7 0.0 0.0 8.6 0.0

40 代 (n=  36) 30.6 16.7 19.4 19.4 38.9 11.1 2.8 8.3 0.0 0.0 8.3 8.3 13.9 5.6 8.3 8.3 5.6

50 代 (n=  33) 45.5 21.2 27.3 33.3 18.2 18.2 6.1 6.1 12.1 0.0 3.0 6.1 9.1 9.1 6.1 6.1 0.0

60 代 (n=  44) 43.2 29.5 6.8 43.2 27.3 13.6 20.5 13.6 4.5 2.3 4.5 6.8 4.5 2.3 2.3 4.5 4.5

70 歳 以 上 (n=  40) 22.5 27.5 10.0 32.5 15.0 2.5 17.5 22.5 10.0 0.0 2.5 5.0 2.5 0.0 7.5 10.0 15.0

全 体

性
・
年
代
別

男
 
 
性

女
 
 
性
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６－６ むさしのヒューマン・ネットワークセンターに期待すること（問 27） 

 

情報提供、交流・情報交換支援、総合相談窓口、男性向け講座の充実などが望まれてい

る 

 

むさしのヒューマン・ネットワークセンターに期待することをたずねた。 

全体では、「男女平等を推進するうえで必要な情報を提供すること（27.8％）」が最も多く、「さ

まざまな活動をしている個人やグループの交流・情報交換の場と支援があること（25.1％）」、「問

題解決のための総合相談窓口があること（23.4％）」、「男性の意識改革・生活技術（家事・介護な

ど）の向上のための講座が充実していること（23.3％）」が続いている。 

性別にみると、女性は「男女平等を推進するうえで必要な情報を提供すること（25.9％）」が最

も多いことは全体と変わらないが、２位は「問題解決のための総合相談窓口があること（25.3％）」、

3 位は「男性の意識改革・生活技術（家事・介護など）の向上のための講座が充実していること

（24.1％）」となっている。男性は上位２位は全体と変わらないが、３位は「男性の意識改革・生

活技術（家事・介護など）の向上のための講座が充実していること（23.8％）」となっている。 

女性が男性を 5.0 ポイント以上上回っている項目は、「起業セミナーや職業訓練など、女性の就

業支援を行うこと（女性：22.9％、男性：13.4％）」、「講座に参加する時に、幼児を預かってくれ

ること（女性：20.4％、男性：11.9％）」であり、女性が男性をそれぞれ 9.5 ポイント、8.5 ポイン

ト上回っている。 

また、男性が女性を 5.0 ポイント以上上回っている項目は、「男女平等を推進するうえで必要な

情報を提供すること（女性：25.9％、男性：33.2％）」、「さまざまな活動をしている個人やグルー

プの交流・情報交換の場と支援があること（女性：23.5％、男性：29.7％）」であり、男性が女性

をそれぞれ 7.3 ポイント、6.2 ポイント上回っている。（図表Ⅱ－６－６－①） 
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図表Ⅱ－６－６－① むさしのヒューマン・ネットワークセンターに期待すること 

（全体、性別：複数回答（３つまで）） 

 

 

 

(%)

27.8

25.1

23.4

23.3

18.7

16.7

15.9

12.8

8.4

11.0

2.7

10.8

25.9

23.5

25.3

24.1

22.9

20.4

16.5

11.9

9.1

10.4

1.8

9.1

33.2

29.7

22.3

23.8

13.4

11.9

16.3

15.3

7.9

12.4

4.5

6.9

0 10 20 30 40

全　　体（N=546）

女　　性（n=328）

男　　性（n=202）

男女平等を推進するうえで必要な情報
を提供すること

さまざまな活動をしている個人やグ
ループの交流・情報交換の場と支援が
あること

問題解決のための総合相談窓口があ
ること

男性の意識改革・生活技術（家事・介
護など）の向上のための講座が充実し
ていること

起業セミナーや職業訓練など、女性の
就業支援を行うこと

無回答

講座やシンポジウムなどの事業が充
実していること

その他

講座に参加する時に、幼児を預かって
くれること

特に期待するものはない

自主的な活動のために会議室や印刷
室が自由に使えること

情報発信のホームページが充実して
いること
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前回以前の調査と比較すると、平成 14 年調査では今回調査で２位であった「さまざまな活

動をしている個人やグループの交流・情報交換の場と支援があること」が最も多くなっている。

今回調査で最も多かった「男女平等を推進するうえで必要な情報を提供すること」は第４位

（9.4％）となっている。 

 ※平成８年調査、平成 14 年調査は単数回答（１つに○）のため、今回調査は併記していない。 

 

図表Ⅱ－６－６－② むさしのヒューマン・プラザに期待すること（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜以前の調査との比較＞ 

(%)

13.6

13.3

10.4

9.4

8.8

8.2

6.0

3.7

15.5

1.1

10.0

14.5

15.7

11.5

7.1

10.2

6.5

3.9

11.6

2.9

4.5

-

0 5 10 15 20

平成14年(N=647)

平成８年 (N=689)

男女平等を推進するうえで必要な情報
を提供すること

さまざまな活動をしている個人やグ
ループの交流・情報交換の場と支援が
あること

問題解決のための総合相談窓口があ
ること

男性の意識改革・生活技術（家事・介
護など）の向上のための講座が開かれ
ていること

企業セミナーや職業訓練など、女性の
就業事業が開かれていること

無回答

講座やシンポジウムなどの事業が開
かれていること

その他

一時保育(講座中に幼児をあずかる)
事業があること

特に期待するものはない

自主的な活動のために会議室や印刷
室が自由に使えること
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性・年代別にみると、男女ともに 30 代では「講座に参加する時に、幼児を預かってくれること

（女性の 30 代：40.3％、男性の 30 代：34.3％）」が最も多くなっており、全体を 10 ポイント以上

上回っている。女性の 20 代、男性の 40 代では「男性の意識改革・生活技術（家事・介護など）の

向上の講座が充実していること（女性の 20 代：36.1％、男性の 40 代：41.7％）」が最も多くなっ

ており、全体を 10 ポイント以上上回っている。男性の 20 代では、「さまざまな活動をしている個

人やグループの交流・情報交換の場と支援があること（42.9％）」が最も多く、全体を 10 ポイント

以上上回っている。女性の 50 代、男性 50 代以上では「男女平等を推進するうえで必要な情報を提

供すること」が最も多くなっており、とくに男性 70 歳以上（47.5％）で５割弱と高くなっている。 

女性の 20 代から 40 代では「起業セミナーや職業訓練など、女性の就業支援を行うこと」が３割

弱から３割台となっており、全体を 10 ポイント以上上回っている。女性の 40 代では「講座やシン

ポジウムなどの事業が充実していること（26.3％）」が全体（15.9％）を 10 ポイント以上上回って

いる。（図表Ⅱ－６－６－③） 

 

図表Ⅱ－６－６－③ むさしのヒューマン・ネットワークセンターに期待すること 

（全体、性・年代別：複数回答（３つまで）） 
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す
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や
グ
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ー

プ
の
交
流
・
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交
換
の

場
と
支
援
が
あ
る
こ
と

問
題
解
決
の
た
め
の
総
合
相
談
窓
口

が
あ
る
こ
と

男
性
の
意
識
改
革
･
生
活
技
術

（
家

事
・
介
護

）
の
向
上
の
た
め
の
講
座

が
充
実
し
て
い
る
こ
と

起
業
セ
ミ
ナ
ー

や
職
業
訓
練
な
ど

、

女
性
の
就
業
支
援
を
行
う
こ
と

講
座
に
参
加
す
る
時
に

、
幼
児
を
預

か

っ
て
く
れ
る
こ
と

講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
事
業

が
充
実
し
て
い
る
こ
と

情
報
発
信
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
が
充
実

し
て
い
る
こ
と

自
主
的
な
活
動
の
た
め
に
会
議
室
や

印
刷
室
が
自
由
に
使
え
る
こ
と

特
に
期
待
す
る
も
の
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

(N=546) 27.8 25.1 23.4 23.3 18.7 16.7 15.9 12.8 8.4 11.0 2.7 10.8

20 代 (n=  36) 33.3 22.2 22.2 36.1 36.1 33.3 5.6 16.7 5.6 5.6 0.0 0.0

30 代 (n=  67) 20.9 19.4 25.4 20.9 29.9 40.3 9.0 14.9 9.0 13.4 3.0 4.5

40 代 (n=  57) 26.3 22.8 28.1 29.8 31.6 12.3 26.3 15.8 7.0 8.8 1.8 3.5

50 代 (n=  49) 34.7 32.7 28.6 20.4 16.3 8.2 20.4 10.2 8.2 14.3 0.0 6.1

60 代 (n=  64) 29.7 26.6 31.3 23.4 15.6 14.1 18.8 9.4 7.8 6.3 1.6 10.9

70 歳 以 上 (n=  55) 14.5 18.2 14.5 18.2 10.9 14.5 16.4 5.5 16.4 12.7 3.6 27.3

20 代 (n=  14) 21.4 42.9 35.7 28.6 14.3 0.0 0.0 28.6 28.6 7.1 7.1 0.0

30 代 (n=  35) 28.6 31.4 8.6 17.1 25.7 34.3 8.6 14.3 17.1 8.6 2.9 2.9

40 代 (n=  36) 33.3 33.3 19.4 41.7 8.3 13.9 19.4 22.2 0.0 8.3 5.6 5.6

50 代 (n=  33) 33.3 27.3 24.2 24.2 9.1 6.1 18.2 15.2 9.1 18.2 9.1 3.0

60 代 (n=  44) 27.3 27.3 27.3 27.3 15.9 9.1 15.9 11.4 0.0 15.9 2.3 11.4

70 歳 以 上 (n=  40) 47.5 25.0 25.0 7.5 7.5 2.5 25.0 10.0 7.5 12.5 2.5 12.5

全 体

性
・
年
代
別

男
 
性

女
 
性




